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研究成果の概要（和文）：背面透過型スピン偏極電子源から生成した電子ビームの時間特性を測定するため、高周波偏
向空洞をもちいた測定装置を開発した。また、実際に開発した測定装置を用いてスピン偏極電子ビームの時間特性を測
定した。その結果、40ps程度のパルス長をもつレーザーにより生成した電子ビームのパルス長は46ps程度であることが
確かめられた。この値は用いた電子源試料の設計から矛盾のない値で有った。これにより、従来の反射型のみではなく
背面透過型の電子源においてもピコ秒スピン偏極電子ビームの生成が可能であることが確かめられた。

研究成果の概要（英文）：In order to study the temporal response of transmission-type polarized photocathod
es, we developed a pulse length measurement system. The system consists of an rf deflecting cavity and a b
eam profile monitor. The rf deflecting cavity has the resonance frequency of 2612.9 MHz and is synchronize
d to the reputation of pump laser light.
By using the pulse length measurement system and 20-kV high brightness electron gun, we observed the pulse
 length of spin polarized electron beam. As a result, the electron pulse duration of 46 ps was observed wi
th the pump laser duration of 40 ps. These value is consistent with the evaluated value based on the photo
cathode thicknes. Futhermore, we confirmed that a ps-scale polarized beam could be obtained by using the t
ransmission-type photocathodes.
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１．研究開始当初の背景 
申請者らは先の研究において従来電子源
の高輝度化を目指し、背面透過型電子源を開
発した。この新たな電子源は励起用レーザー
をビームを生成するのと反対の面から入射
することを可能とし、ビームの高輝度化（従
来の 5～6 桁向上）だけでなく電子源設計の
自由度を上げることにつながった。 
しかし、この新たな電子源に対し時間応答
性を試験されておらず、早急な確認が必要で
あった。 

 
２．研究の目的 
 背面透過型電子源の時間応答性を評価し、
ピコ秒スケールの電子ビーム生成が可能な
ことを確かめることが本研究の目的であっ
た。 
 
３．研究の方法 
 申請者らが製作した背面透過型電子銃に
適用できる電子ビーム時間応答性測定装置
を設計・製作する。また、その装置を既存の
電子銃の取り付け、実際に時間応答性を測定
する。 
 
４．研究成果 
 背面透過型スピン偏極電子源から生成し
た電子ビームの時間特性を測定するため、高
周波偏向空洞をもちいた測定装置を開発し
た。また、実際に開発した測定装置を用いて
スピン偏極電子ビームの時間特性を測定し
た。その結果、40ps 程度のパルス長をもつレ
ーザーにより生成した電子ビームのパルス
長は 46ps 程度であることが確かめられた。
この値は用いた電子源試料の設計から矛盾
のない値で有った。これにより、従来の反射
型のみではなく背面透過型の電子源におい
てもピコ秒スピン偏極電子ビームの生成が
可能であることが確かめられた。 
 

図 1. 開発した時間応答性測定システムの概
念図 
 
 
 
 

図 2. 開発した電子ビーム偏向空洞の外観 
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